


須田：まず自動運転というと、乗用車
が夢のように街を走る様子を想像する
人も多いと思いますが、そこまでの自
動運転は簡単には実用化しません。そ
こで実装への近道となるのがバスのよ
うにルートが決まっている乗り物です。
出口：須田先生とこの話をさせていた
だいたのは、つくばエクスプレスの中
でしたね。通勤途中にお会いして、“都
市づくり”と“モビリティ技術”を連動さ
せた取り組みをぜひやりたいですねと。
須田：3年位前になりますか？生研（生
産技術研究所）が柏に移転してから、
私は柏の人に役立つことをしていきた
いと考えていたんです。そこで、すでに
地元と結び付いて活躍されていた新領
域（新領域創成科学研究科）やCSIS
（空間情報科学研究センター）と連携
し、自動運転の総合的な研究を加速さ
せようと、UTmobI（東京大学モビリ

ティ・イノベーション連携研究機構）を
立ち上げました。
出口：路線については、「柏の葉キャン
パス駅」　から　「東京大学柏キャンパス」
の2.6kmという、歩くには少し遠い距
離をいかに移動しやすくするかが、ずっ
と課題だったんです。これを須田先生
のお力を借りて、自動運転バスで突破
口を開けないかと私の方からもご相談
しました。
また、柏の葉スマートシティもちょうど
転換期を迎えていました。エネルギーの
マネジメントが中心テーマだった第一

世代から、自動運転技術とセンシング
技術の活用をテーマとした第二世代へ
と移行するタイミングでした。そこと
もうまく重なって、自動運転バスの実
証実験は「柏の葉スマートシティ実行
計画（2020年3月策定）」の4本柱の
1つとして、柏 ITS推進協議会を実施
主体に動き出すことになりました。

須田：見えてきたというか、想定して
いた課題が山ほどあってですね。一つ
ひとつ検証・解決しているところです。
今回の実証実験はレベル2（左表、自動
運転の定義参照）でスタートしていま
す。法律的には2020年4月から道路
交通法と道路運送車両法が改正され、
レベル3の自動運転車が公道を走れる
ようになりました。この実証実験もゆ

くゆくは無人走行が可能になるレベル
4を目指しています。そうなるためには
信頼を築いていく必要があります。
そこで課題となるのが、認知・判断の
向上です。例えば、現在は街路樹の下
でGPSの受信がしにくくなる問題があ
ります。対策として道路に磁気マーカー
を埋設し、位置情報が取れるようにしま
した。このように認知機能を多重化す
ることで信頼性を高めていっています。
出口：実装の課題について言えば、こ
うした磁気マーカーの埋設などは、当
然のことながら道路管理者である柏市
の許可が必要です。社会に新しい技術
を実装する際には、日本全国、どこに
いっても縦割り行政の中で明確に決め
られている道路や施設などの管理者の
理解を得なければなりません。柏市と
の間には長年の連携で築かれた信頼関

係や、つないでくれる人の存在がありス
ムーズでしたが、一般的にはそのプロ
セスが高いハードルになったりします。
研究者側も管理者側の政策と論理を理
解した上で理論構築する必要がありま
す。ですから、私はよく学生に「技術は
政策と一緒に学ばなければならない」
と言っています。社会や時代、そして政
策が変われば技術も変わってきます。
技術だけ見ていてもだめなんです。

須田：自動運転の実用化に必要なのは
技術だけではないですから。特に自動
運転の操作が人とシステムで入れ替わ
る現状では、事故が起きたときの責任

の所在をどこに置くべきかといった法
律的な問題もまだ解決されていません。
そうした問題を検討していくために
UTmobIは、法制度や政策科学などを
扱う文系も含めた5部局がさらに加わ
り、文理融合の研究体制へと強化され
ました。また、今回の事業全体では13
団体が参加して、エコシステム（共存共
栄の協業のしくみ）をつくっています。
出口：柏の葉スマートシティでは、
UDCK（柏の葉アーバンデザインセン
ター）があって、参加団体の話し合い
のテーブルをつくりました。UDCKは
2006年の設立から14年目ですが、
数々の活動を通して地元とつながって
きたので、今回も協力関係を取りやす
かったですね。　　　　　　　

まちのニーズ×革新的な技術
―自動運転バスの実証実験がスタート
した経緯を教えてください。

技術的な課題と実装のハードル
―実証実験の第一期を終えて、
どんな課題が見えてきましたか？

多領域・異業種が連携する意義
―今回の実証実験では多くの機関が
連携していますね。

〈P.6へ➡〉

レベル0 　ドライバーがすべてを操作

レベル1 　システムが〈ハンドル操作〉〈アクセル・ブレーキ〉のどちらかをサポート

レベル2 　システムが〈ハンドル操作〉〈アクセル・ブレーキ〉のどちらもサポート

レベル3 　限定領域においてシステムがすべてを操作、緊急時はドライバーが操作

レベル4 　限定領域においてシステムがすべてを操作

レベル5 　区域を限定せず、システムがすべてを操作

まちとつながり、
モビリティの未来を創る
～自動運転バスの営業運行実証実験 in柏の葉スマートシティ～

2019年11月1日から、「柏の葉キャンパス駅」と「東京大学 柏キャンパス」間を
自動運転によるシャトルバスが 1 日 4 回往復する実証実験が行われています。
このように公道で営業運転をしながら長期間継続される実証実験は全国でも初めて
の試みです。本事業の中心を担う須田 義大教授と出口 敦教授にお話を伺いました。

2008年　3月 　（柏の葉）柏の葉国際キャンパスタウン構想　策定
2009年　6月 　柏市が ITS 実証実験モデル都市 (内閣府）になる
2010年　2月 　 柏 ITS 推進協議会 設立 
2011年 12月　　 ( 柏の葉）環境未来都市 (内閣府）に選定される
2018年　7月　  UTmobI 3 部局 *1 体制で設立
2019年　5月 　（柏の葉）スマートシティ先行モデルプロジェクト
　　　　　　　　　（国土交通省）への選定
2019年　7月　 UTmobI8 部局 *２体制へ拡大
2019年 11月 　自動運転バスの営業運行
　　　　　　　　 第一期実証実験を開始
　　　　　　　　 柏の葉キャンパス駅⇔東京大学 柏キャンパス間
　　　　　　　　　〈検証テーマ〉
　　　　　　　　　◉安定的な運行　◉整備点検の方法　◉利用者意見収集
　　　　　　　　   　◉ドライバー意見収集 など（～2020年 3月）

2020年 1月　　UTmobI フォーラム 開催
2020年 4月　　第二期実証実験を開始
　　　　　　　　柏の葉キャンパス駅⇔東京大学 柏キャンパス間
　　　　　　　　　〈検証テーマ〉
　　　　　　　　　◉技術の高度化　  ◉高度化に向けた課題整理　
　　　　　　　　　◉利用者の快適性と安心感
　　　　　　　　　◉インフラ整備 など（～2021年 3月）
2021年　　　　地域循環バスの展開（予定）
　　　　　　　　柏の葉キャンパス駅2km圏内の主要施設を連絡
　　　　　　　　する自動運転循環バス網の構築
20XX年　　　　自動運転化レベル3～ 4の展開（予定）
　　　　　　　　　〈検証テーマ〉
　　　　　　　　　◉安定的な路線としての運行　◉地域の足としての利便性　
　　　　　　　　　◉経費削減の可能性 など

*1：〈参加部局〉・生産技術研究所・新領域創成科学研究科・空間情報科学研究センター　*2：〈参加部局〉・法学政治学研究科・工学系研究科・情報理工学系研究科・未来ビジョン研究センター・先端科学技術研究センター

自動運転バスの実現に向けた体制

まちの人々
（住民・学生・就業者）

・運行への理解と受容・積極的な利用
・乗用車からの転換

UTmobI  8部局による学術研究の連携・融合

●UTmobI　●東京大学 生産技術研究所　●東京大学大学院 新領域創成科学研究科 ●柏市　●先進モビリティ株式会社
●東武バスイースト株式会社　●三井不動産株式会社　●BOLDLY株式会社　●ＵＤＣＫ　●パシフィックコンサルタンツ株式会社

●損害保険ジャパン株式会社　●三菱オートリース株式会社　●愛知製鋼株式会社

― 自動運転バスの実証実験 参加団体 ― 

法学政治学研究科
法制度ITS研究開発の実績

生産技術研究所

都市デザイン
新小型モビリティ社会実装経験

新領域創成科学研究科

IoT ／ビッグデータ活用の実績
空間情報科学研究センター

数理科学
先端科学技術研究センター

柏の葉スマートシティ 自動運転バス事業のあゆみ

自動運転の定義

生産技術研究所教授、UTmobI 機構長、
柏 ITS 推進協議会会長

須田 義大  SUDA Yoshihiro
新領域創成科学研究科副研究科長、教授、
UDCKセンター長

出口 敦  DEGUCHI Atsushi

公共交通
工学系研究科

車両情報技術
情報理工学系研究科

政策科学
未来ビジョン研究センター

〈実施主体〉
柏 ITS推進協議会

柏の葉アーバンデザインセンター
（ＵＤＣＫ）

公・民・学連携を推進
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自動運転バスを知る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 自動ステアリング 
● 自動アクセル・ブレーキ 
● 自動ウインカー

● 前方カメラ

● LiDAR

● ミリ波レーダ

● 磁気センサー

● 通信アンテナ

● GNSS アンテナ

●

●

●

A I 技術で信頼性と快適性を高める

バス会社の方にお聞きしました！
営業運行を実施している東武バスイースト株式会社の方にお伺いしました。

乗車体験
レポート 駅前のロータリーから乗車

ワンタッチで操作を切り替え

進行方向前方に
障害物を発見

システム動作を
パネルで表示

安全運転でキャンパスに到着。

自動運転車は〈認知〉〈判断〉〈操作〉のプロセスをシステムが自律的に実行して走行しています。
現在運行中のバス *も、複数のセンサーや制御技術を組み合わせたシステムを搭載しています。

ここでは自動運転バスが走行するしくみと、
信頼性を向上させるカギを握るAI について紹介します。

自動走行システム

杉山 将  教授
SUGIYAMA Masashi

認識部によって外部から集められた情報は、AI（人工知能）によって処理されます。
これにより操舵制御や速度制御、自動ブレーキによる衝突回避制御が行われます。

AI によるカメラ画像の認識技術と、LiDAR（レーザーレーダー）、ミリ波レーダーのセンシング技術の複合により、障害物
認識機能の検出安定性を高めています。

基盤科学研究系／複雑理工
学専攻／複雑システム講座

高精度GPS（RTK-GPS）、IMU（ジャイロセンサー）、磁気センサー
により自己位置の推定を行い、どこを走っているかを確認します。
同時に、カメラやレーダーにより周囲を捉え、障害物を認識します。

認知情報をもとに、車両を
どう動かすか計算します。

判断情報に従って、ハンドルやアクセル・
ブレーキ、ウインカーを電気的あるいは
電子的に操作します。

●障害物を認識するしくみ

●機械学習を効率化するアルゴリズムを開発

車線情報による車線内判定

＋ ➡

LiDARによる物体検出 ディープラーニングによる認識

道路外（境界線外） 車線内（白線内）

障害物
車両歩行者

＊2020年 6月 2日時点。実証実験の検証結果などに応じて改良、開発が重ねられていきます。

認知部 判断部 操作部

現在の画像認識 AI では、収集した画像データの 1 枚 1 枚に、どこが歩行者で、どこが車両なのかと
いう答えを人手で付与し、ディープラーニングと呼ばれる機械学習技術で学習しています。今後、こ
の方法で画像認識の性能をさらに向上させようとすると、より多くの画像を学習させる必要があり、
人手で答えを付与することが困難になります。そこで私の研究室では、限られた情報から精度よく学
習が行える新しい機械学習アルゴリズムを開発し、安心して利用できる「信頼できる AI」づくりに取
り組んでいます。このような新しいAI 技術が、自動運転の実用化に役立つものと期待しています。

6 月 2 日、緊急事態宣言の解除を待って広報
室メンバーが実際に乗車しました。駅前と東
大柏キャンパスを往復するシャトルバスのう
ち 4 便（うち 1 便は特別便）を自動運転バス
が運行しています。車内は 17 名定員ですが、
ソーシャルディスタンスを保つため 10 名定員
で運行中でした。

Q運転はどんな感覚ですか？
A 障害物を認識したり交差点が近づくと、ブレーキが自動で
かかったり、ハンドルがひとりでに回るんですよ。乗ってい
る学生さんもそれを見ながら、最初のうちは「動いた！止まっ
た！」と驚いていましたね。半年が経って今ではめずらしく
なくなったようです。運転士は絶対的な安全を確保するため
に、慎重に運転することに変わりはありませんね。

もちろんシステムも複数の認識部が障害
物を捉えて判断しています。その情報は
運転席にデジタル表示され、同じ情報が
乗客にもパネル表示されています。取得
した走行・障害物データは定期的に回収
し、分析して改善を図り、認知・判断性
能を向上させていくそうです。

前方に路上駐車の車を見つけた際には、
運転士さんがハンドルを握り、操作を人
間優先に切り替えて事前に回避しまし
た。現状では運転の責任者はあくまで人
間ですから、ベテランの運転士さんが、
“新人” のシステムを見守りながら支援
しているようにも見えます。

スムーズに終点に到着。日々の営業運転により改良が
重ねられていく自動運転バス。これからもバージョン
アップが楽しみです。

実験中のレベル 2は、システムが人間の操作を支援する段階です。
どちらが優先的に操作するかは、「ボタンを押す」または「ハンド
ルを握る」動作で切り替わります。システム優先場面では、運転
士さんの手はハンドルの下に。

《車両本体》
日野自動車「リエッセ」
（ディーゼルエンジン、AT、
全長 7.04m、全幅 2.08m）
をベースに自動運転車に
改造しています。
自動運転化改造：
先進モビリティ株式会社

●

自動運転バス
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〈P.3から続き➡〉

須田：保険や不動産、バス会社、そし
て技術系の会社など異業種、そして柏
市、研究機関の公・民・学が集まって、
関係する人が一人でもうんと言わなき
ゃ、世の中に出してもうまくいかない
という考え方で、立場の違う人間同士
が、定期的に議論を重ねて実用化に向
けた具体的な課題を一つひとつ検討し
ています。
出口：須田先生がおっしゃる通り、自
動運転のような新しい技術を社会に着
地させるときは、世の中で受け入れら
れるかどうか、社会的受容性の問題が
重要ですね。技術を利用する側と、技

術を提供する側の信頼関係をどう築く
かということは、工学系の研究者だけ
では解けない問題です。信頼関係も条
件が組み合わさらないと生まれて来な
いんです。そういうことを学術的に解
いていこうと、東大では心理学や哲学
など多様な視点を生かした研究の取組
が始まっています。
須田：自動運転の社会的受容性の問題
は、国の研究開発プロジェクトでも非
常に関心が高いところです。
今回の実証実験では、学生が日常的に
体験者として参加してくれていること
になりますね。最初はめずらしそうに
乗っていた学生も、最近は当たり前の

ように座っているんですよ。今のとこ
ろ、安心して使ってもらっていると言
えるのではないでしょうか。

出口：やはりソーシャルディスタンシ
ングの考慮が必要でしょう。とはいえ
簡単に車両を大型にするわけにはいき
ません。そこで有効なのが、車内の密
度を可視化して配信し、時差通勤など
利用者の行動変容を促していくという
やり方です。

須田：データを活用してサービスをい
かに高めるかという実装は、MaaS（マ
ース）「 Mobil ity as a Service（＝
サービスとしての移動）」の動きとし
て始まっています。
出口：そうなると、センシングで一般
の人のデータを取得することになりま
すから、プライバシーの問題がありま
す。これも社会的受容性をキーワード
に十分に検討していかなければいけな
いですね。

須田：現在は、自動運転の区間がまだ一
部に限られているのですが、出発から
到着まですべて自動運転システムで操
作できるようにしたいですね。もちろ
ん、EV化もしていきたいと考えてい
ます。
出口：さらにルートを拡張して柏の葉
の街を循環するような構想も描いてい
ます。それと、まちの皆さんにもっと
興味を持ってもらえるように、自動運
転の革新的な技術が車両デザインから
も伝わるようになるといいですね。
須田：実は柏IIの人たちとのコラボで
車両デザインの刷新を考えているんで
す。ぜひ楽しみにしていてください。

インタビューを終えて
このインタビューは、新型コロナウイ
ルス感染症緊急事態宣言中の5月29
日に、オンラインで行われました。
オンラインの会議やミーティング続き
の中、取材にご協力くださった先生方
からは、「これまでは場所を移動する
ことで頭の切り替えができていたんで
すよ。あらためて移動時間の価値を知
りました」「オンラインで瞬間移動でき
るのも考えものですね。人と人が偶然
に会う機会も大切です」とのお声も聞
かれました。先生方、このたびはあり
がとうございました。
　　　　　　　　　　（取材編集：澤栗智春）

コロナ後のバス車内は変わる？
―新型コロナウイルス感染症の流行を経
験し、今後のモビリティの考え方に変化
はありますか？

自動運転バス、今後の進展
―今後の実証実験はどのように進んで
いきますか？

未来のモビリティを生み出す 新領域創成科学研究科の研究
エネルギー、新素材、インターフェイス技術、交通システムなど、 これからのモビリティを進化させていく研究をクローズアップします。

自動車に革新をもたらす「しなやかなタフポリマー」
ポリマーは金属やセラミックに比べて軽いという点に特徴があることから、自動車などの軽量化にとって極めて重要
な材料です。しかし強靭性に乏しいという欠点があり、構造材料としての利用には限界がありました。このたび、内
閣府ImPACTプログラムの中で、自動車に革新をもたらす「しなやかなタフポリマー」の開発に成功し、強靭性の実
証のためにコンセプトカー ItoPを製作しました。ItoPは、ポリマー使用率が9割（通常は4割程度）、重量が通常
の自動車の半分でありながら、最高速度150km/h以上で走行できます。

藤本 博志　准教授
FUJIMOTO Hiroshi

基盤科学研究系／
先端エネルギー工学専攻／
システム電磁エネルギー講座

水間 毅　教授
MIZUMA Takeshi

基盤科学研究系
先端エネルギー工学専攻

「先進ヒューマンモビリティ
安全設計学」寄付講座／

交通システム分野

小竹 元基　准教授
SHINO Motoki

環境学研究系／
人間環境学専攻／
生活支援工学分野

VR headset

Tracker

Controller

生理指標による快適性評価歩行者Sim

伊藤 耕三　教授
ITO Kohzo

基盤科学研究系／物質系専攻／
新物質・界面科学講座／超分子科学分野

■  しなやかなタフポリマーを多用
することで、軽量化と強靭さだ
けではなく未来的な
デザインを実現した
「ItoP」

■  新開発した走行中ワイヤレス給電システム　　▼システム搭載車両

モータ、電力変換回路

受電コイル

■  路面電車の自動運転実現
    のための障害物検知

■  Liderによる電車検知例

センサが運転士と同様の障害物検知が可能かを実証！ 誤検知時の安全確保が重要

走行中ワイヤレス給電システムで充電も自動化へ

スマートシティのための公共交通システム

走っている車に無線で充電する、走行中ワイヤレス給電の研究をするための新しい車両とシステムを2019年に開発
しました。この技術により電気自動車は、スマートシティでは交差点の手前30mに設置された充電器から自動で充
電されるようになり、人が充電する必要がなくなります。さらに車に載せるバッテリーが減ることで、より安価に、エ
コになります。運転の次に人の負担になるのは充電です。運転の自動化と共に、充電を走行中に自動化できること
で、モビリティは人にも環境にもより優しいものになれると信じて日々研究に取り組んでいます。

公共交通の自動運転実現のためには、運転士が担っている役割を機械で実現しなければなりません。そのためには、
前方の障害物検知が非常に重要になってきます。Lidarセンサや画像センサにより前方の障害物を検知して衝突する
前に停止する機能の実験を、主に、路面電車で行い、その精度を検証しています。また、ITを利用して路面電車と自
動車群において、車車間通信を行って、自動車と路面電車の衝突回避の実験も、自動車技術総合機構　交通安全環
境研究所や広島電鉄等と行い、スマートシティ実現のための基礎的データを収集しています。

ラストマイルを支援する快適・自律移動技術
移動に不自由のある高齢者を含む移動弱者の社会活動参画を促進するため、安心で安全かつ安価に利用可能なパー
ソナルモビリティによる自律移動システムを構築しています。具体的には、電動車いすなどのモビリティにセンサや広
域通信システムを搭載し、フィジカル空間で収集したデータをクラウドで処理して学習を行うことで、サイバー空間と
の連携による高度な環境認識を可能にし、快適で安全な自律移動をユーザの生活や、身体機能に寄り添う形の社会
システムを実現します。

電動車いすSim

■  VR歩行空間における歩行者・自律移動車間の快適性評価シミュレータ
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本専攻では電磁エネルギー、プラズマ
核融合、宇宙推進など「エネルギー」を
キーワードに多様な研究に取り組んで
います。研究室は基盤科学実験棟、基盤
棟、総合研究棟にあり、極超音速高エン
タルピー風洞、核融合プラズマ実験装
置、電気自動車走行実験設備など、多く

の大型実験設備があるのも特徴です。宇宙航空研究開発
機構（JAXA）、電力中央研究所（CRIEPI）、核融合科学研
究所（NIFS）から、多くの連携講座の先生方を受け入れて
います。エネルギーという言葉に興味を動かされる方、本
専攻のHPをぜひ覗いてみて下さい！

きれいな水や空気、食料など、私たちが
当たり前のように享受している自然から
の恵み。人間社会は自然環境がなけれ
ば存在し得ません。しかし、経済発展や
人間社会の利便性が優先される中で、
多くの自然環境が消失・変貌し、その影
響が人間社会の存亡に影を落としつつ

あります。私たちの専攻では自
然環境の複雑な仕組みを解き
明かし、どのようにすれば豊か
な自然と人が共存できるのか
を考究しています。

私の専門は惑星科学です。惑星科学の推進に
は、惑星の観測データが必要であり、深宇宙に
探査機を飛ばすことに腐心しています。専攻内
の他研究室とは、惑星プラズマを計測する技術
や、観測データを解析する手法を協力して開発

しています。最近、柏キャンパス内に人工衛星のデータ受信局
を設置しました。雑音だらけの衛星電波から有意な信号を取
り出す作業に興奮しています。自分達が手塩にかけて作った
探査機が宇宙を飛翔し、そのデータ
を柏キャンパスで受信し、そのデータ
から人類の知らなかった事実を突き
止める快感がたまりません。

2020 新領域を率いる先生たち Twelve Heads in GSFS 2020

●複雑理工学専攻 ●　 川 一朗基盤科学研究系

● 物質系専攻 ●　植村 卓史

● 先端エネルギー工学専攻 ●  小野 亮

幼少時、南国で暮らした時期があり、海
と言えばサンゴ礁をイメージしていた。
学生時代、そんな暖かい海に潜ることに
夢中になり、大学院では風でできる波の
研究に没頭した。弱い非線形性により
ゆっくりと変調する波の研究が、海難事
故の原因となるフリーク波の生成機構
に関係するとは思ってもみなかった。そ

んな私が、年甲斐もなく、海氷に囲まれた海に感動し、今
は、海氷下の波浪の研究に研究室一丸となって取り組んで
いる。一見興味本位な研究だが、厳しい氷海の環境下での
船舶の安全な航行に役立てばこれ以上のことはない。

● 海洋技術環境学専攻●  早稲田 卓爾
現代社会におけるさまざまな環境問題を解決す
るためには複合的な視点とその融合が必要で
す。本専攻では、システム論的アプローチによる
環境問題解決のための方法論の確立、およびそ
の実装による持続可能な環境調和型社会の創
成を目的として研究教育を行っています。

私が担当している海洋環
境システム学分野でも、
この理念に基づいて持続
可能な海洋利用に向けた
研究を進めています。

● 環境システム学専攻●  多部田 茂

● 自然環境学専攻●　奈良 一秀

環境学研究系

物質系専攻では、物理学・化学・材料科
学といった異なる分野の研究室が協働
し、21世紀型の新しい学問領域の潮流
を生み出すべく教育研究活動に励んで
います。
各研究室が得意とする専門分野は非常
に多岐に渡りますので、一見まとまりの

ないようにも思えるかもしれませんが、“新物質の開拓と
機能解明”という共通項によって結ばれています。いずれ
の研究室も、それぞれの分野で世界トップクラスの業績を
上げており、まさに本専攻は学問のフロンティアを走って
います。

2020年2月オホー
ツク海、巡視船「そ
うや」観測航海

「これからの変化について前向きに考えよう」
本専攻では都市や地域の人、建物、イン
フラ、自然などを幅広く対象として、様々
な取り組みを行っています。皆さんには
ここで学ぶことによって、広い視野をもち
ながら深く考える能力をつけてほしいと
考えています。現在の社会状況は、これま

での建築、都市、地域のあり方を変えていくでしょう。そのた
めに難しい課題に直面することもあるかもしれません。一方
でその解決のために考える機会は増え、新しいアイデアが実
現する可能性も高くなると思います。皆さんと一緒にこれか
らの変化について、前向きに考えていければと思います。

生命科学研究系

持続可能な経済発展、貧困削減、気候
変動、自然災害、資源管理など、国際社
会が直面している課題はさまざまです。
国際協力学専攻は社会科学、工学、農
学等の多くの領域を融合して問題解決
にあたっています。

その一員として、私の
研究グループでは国際
社会の協調のメカニズ
ムを明らかにする研究
に取り組んでいます。

● 国際協力学専攻●  堀田 昌英
私自身の研究は、食べて美味しい魚の研
究を標榜しており、地球環境変動に伴う
ウナギやマグロなどの水産重要資源の応
答過程について研究を進めています。食
料安全保障の観点からすれば、食料資源
の持続可能性に係わる課題であり、サス
テイナビリティ学に関する本プログラム

(GPSS-GLI)はまさに私の研究と直結する重要な学問分野
を担っています。GPSS-GLIにはアジアだけではなく欧米や
アフリカからの留学生も多く、多様な文化的背景や価値観を
融合しながら議論できることが特徴であり、SDGsを達成す
るための具体的な社会実装に向けて研究を展開しています。

● 社会文化環境学専攻●　清家 剛
本専攻では、豊かで充実した生活をすべ
ての人々が享受できる社会を実現すべ
く研究活動をしています。各先生方のオ
リジナリティが詰まった数々の研究テー
マは大変魅力にあふれています。私は

「超音波」を主軸に、超音波モータによ
る歩行アシストや超音波医療技術開発

に取り組んでおり、最近では「超音波細胞学」という学融合
分野を創成したいと考えています。超音波照射が「発毛現
象」や「生物成長促進」に有効だという研究があるのをご
存じですか？興味のある方は是非、ご一緒しましょう。超音
波にはまだ多くの可能性が残されているのです。

● 人間環境学専攻●　森田 剛

● メディカル情報生命専攻 ●  津田 宏治
最近の生命科学の研究では、ゲノム・
オーミクスなど、観測・測定技術の向上
により、データ量が飛躍的に増大してい
ます。メディカル情報生命専攻では、生
命科学、情報科学の双方を習得できる
教育システムを提供しており、アカデミ
ア、医療現場、企業、医療行政などを担

う人材を多数輩出しております。また、医科学研究所をは
じめ、学内・学外の多くの研究機関と連携しており、さまざ
まな場所で研究を行うことが可能です。生物学、情報科学、
医学、薬学などバックグラウンドを問わず、多くの学生さん
の受験をお待ちしております。

先端生命科学専攻ってどんな専攻かと、
いざかしこまって聞かれると答えに窮す
る。植物に動物、昆虫や酵母、また古代
人から最新のウイルスに至るまで、まさ
に生き物に関するさまざまなプロが結
集した集団であることは間違いない。昨
今のコロナ禍でたまたまNHKラジオの

「こども科学電話相談」を懐かしく聞き入ったが、本専攻の
教員がそろえば奇想天外な答えが次々と飛び出し、はるか
に楽しい番組が作れること必定である。新設から20年と
いう節目を過ぎ、若手に上手くバトンを渡せるように努め
ることが一つの大きな使命である。

● 先端生命科学専攻 ●　山本 一夫

● サステイナビリティ学グローバル
リーダー養成大学院プログラム ●  木村 伸吾
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たちの 研 究 室 では、人 工 知 能
（AI）分野における機械学習の基

礎理論構築とアルゴリズム開発を主に
行っています。数学的な理論を軸足に地
道な研究をしていますので、日の目を見る
ことはめったにありません。ところが、昨今
のAIブームにより機械学習研究者を取り
巻く環境は一変し、学術界・産業界の
様々な研究者・技術者に声をかけていた
だけるようになりました。実際、AIに関わ
る研究分野では、非常に大きな変革がこ
こ何年か続いています。
　今から５年ほど前、AIが人間のプロ囲
碁棋士に勝利したり、人と会話ができるロ
ボットが登場したり、自動運転車の実証
実 験 が 始まったりといった衝 撃 的な
ニュースが大々的に報道され、AI時代
の到来に社会の期待が一気に高まりまし
た。我が国においても、政府の第5期科
学技術基本計画において、狩猟社会、
農耕社会、工業社会、情報社会に続く新
たな社会であるSociety 5.0が提唱さ
れ、現実空間と仮想空間が高度に融合
された未来社会の実現に向けた研究が
始まりました。このような流れのもと、私た
ち機械学習研究者は、人を超える高性

能なAI開発を目指して技術開発に取り
組みました。
　その後、AIの目新しさが一段落し、AI
が人間社会に及ぼす倫理的・社会的な
影響について、人文社会系の研究者や
財界・政界のリーダーとともに国際的な議
論が行われました。そして、AI開発・活
用の倫理指針が策定され、これからの
AI開発は単に技術を高度化していくだ
けでなく、社会との接点を強く意識してい
く必要があることが示されました。こうし
て、機械学習研究の世界的な潮流は、
高速化・高精度化といった純粋な性能
向上の観点から、公平性、信頼性、プラ
イバシー、説明性、安全性などの社会的
な要請を考慮したAI開発に軸足を移し
つつあります。我が国においても、２０１９
年に政府がAI戦略を発表し、人間中心
のAI社会原則を示しました。その中で
は、信頼される高品質なAIを開発するこ
とが重要であると述べられています。
　その後２０２０年に入り、新型コロナウイ
ルスの蔓延により、生命を脅かす危機的
な状況に世界は直面し、経済活動が大き
く制限されました。このような中、情報技
術に携わる研究者は、持っている知識・

技術をどのように社会貢献に活かせるか
を問われています。医学・薬学・生命科
学の研究者と連携することによって、ウイ
ルス分析、ワクチン開発、画像診断補助、
患者の重症化予測などに、情報技術を
活かせる可能性があります。また産業界
と連携して、感染経路の推定、経済活動
制限の影響分析、偽情報の検知、外出
制限下での遠隔交流・遠隔教育・遠隔
医療の支援など、コロナ禍における生活
環境の改善に貢献することもできそうで
す。ポストコロナ時代に向けて、短期的な
対策だけでなく、中長期的な取り組みに
ついても、産学官が一体となってアイデア
を練っていく必要があります。
　私たちの研究室では主に数理的な基
礎研究を行っていますので、これらのコロ
ナ対策研究に直接的に貢献することは
必ずしも容易ではありません。しかし、
様 な々分野の研究者・指導者の方と連携
し、これまでに培ってきた情報技術の知
見を少しでも活かしていければと強く願っ
ています。公的機関に所属する一研究者
として、今後とも多くの方と情報交換・議
論をさせていただければと思います。

実は小説よりも奇なり、とは英国の詩
人バイロンの言葉です。現実の世界

で起こる出来事は、人間の空想をはるか
に超越することを表現した言葉として有名
です。筆者は研究をする中で度 こ々の言
葉を口にします。長い年月をかけてようやく
明らかにできた事実が、当初の予想とは
かけ離れたものであった、そんな経験をし
ばしばするからです。
　筆者が卒研を始めた時はショウジョウバ
エの性決定の分子メカニズムが明らかに
された時期でした。いくつもの選択的スプ
ライシング因子がカスケード状に連なって
個体の性分化を引き起こすという仕組み

（図1左）は、当時の性決定機構の常識を
覆すものでした。一方、その頃はヒトの性
決定遺伝子Sryが同定された時期でもあ
りました。Sryをゲノムに組み込まれてすっ
かり雄化してしまった雌マウスの写真は
Nature誌の表紙を飾りました。そんな時
代でしたから、筆者は性決定研究の虜に
なってしまい、自分も性決定遺伝子を見つ
けたいという衝動に駆られました。

　当時、筆者が実験動物として扱ってい
たのはカイコでした。カイコでは、W染色体
に座乗するFemの存否が雌雄を決するこ
とがわかっていました。そこで筆者はFem
遺伝子を同定してやろうと思い立ちまし
た。詳細は省きますが、Femを同定するま
でに20年もの歳月を要しました。それもそ
のはず、Femの分子実体は、piRNAと
呼ばれる20塩基程の小さなRNA（Fem 
piRNA）だったからです。世界中の研究
者が予想だにしなかった前代未聞の発見
でした。というのも、当時piRNAはトランス
ポゾンの分解に特化した機能をもつとされ
ていて、体の性を決める、などといった個
体発生に関わる例は存在しなかったから
です。まさに「事実は小説よりも奇なり」で
した。
　筆者らが明らかにしたカイコの性決定
メカニズムを図１右に示します。Fem 
piRNAは 雄 決 定 遺 伝 子Mascの
mRNAを分解し、個体が雄になることを
阻害するため、Femをもつ個体は雌になり
ます。Fem非存在下ではMascが作動

し、BmPSIやImpなど の 因 子と共 に
Bmdsxの雄型スプライシングを誘導し、
雄に特 有 のBmdsxMが 作られます。
Mascが存在しない場合はBmdsxのスプ
ライシングが雌型にシフトし、BmdsxFが
作られます。ショウジョウバエの性決定機
構と比べると、同じところはdsxの部分だ
けで、その他の部分は全く異なります。ど
ちらも昆虫で、なおかつ雄と雌を決めると
いう点で同じ役割を担うメカニズムがこれ
ほど違うとは驚きです。そんなところに筆者
は自然に対する畏怖の念を抱きます。
　先日喫煙所で、マイマイガの幼虫（図2）
が藤の葉に付いているのを見つけました。
タバコを吸うたびに集めた100匹の幼虫
は、現在、准教授室で順調に育っていま
す。実は筆者、今年から民間助成金をも
らってマイマイガの性決定機構解明に向
けた研究に着手しました。国内には最近
種分化したマイマイガの亜種が生息しま
す。その種分化に性決定遺伝子の多様
化が関わっていることを示唆する報告があ
ります。次回、この記事に寄稿する頃に
は、そのメカニズムの全容を報告できれば
と思っています。

人工知能研究の変遷：人間を超えるAI、
人間と共存するAI、そしてポストコロナ時代へ

事実は小説よりも奇なり
〜小分子RNAによる性決定のメカニズム〜

http://www.ms.k.u-tokyo.ac.jp/sugi/index-jp.html http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/seigyo/index.html
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図2. 筆者の准教授室で飼育されたマイマイガの終
齢幼虫
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図1. ショウジョウバエとカイコの性決定メカニズム
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マートシティは現在、第2の潮流を迎
えていると言えます。第１の潮流は、東

日本大震災の前後にエネルギーマネジメン
トを主テーマとしたスマートシティでした。
京都議定書後の地球温暖化対策の目標
の達成と日本型スマートグリッドの構築に
向け、取組みが進められました。東日本大
震災と原発事故を経験し、エネルギー供
給や省エネルギーに対する国民の関心は
一気に高まりました。2014年から稼働した
柏の葉スマートシティもエネルギーのマネ
ジメントを中心としたスマートシティです。
　その後、日本のスマートシティは、2016
年1月に閣議決定された第5期科学技術
基本計画において“Society 5.0”が提唱
されたことを契機として、第2の潮流が全
国に広がり、各地域が抱える課題解決型
のスマートシティ事業が数多く立ち上がっ
ています。私の研究室が参加している日
立東大ラボでは、“Society 5.0”が掲げる

「サイバー空間とフィジカル空間（現実世
界）の高度な融合」「人間中心の超ス
マート社会」といった理念を解題し、その
実現のための研究「ハビタットイノベーショ
ン（居住からの変革）」プロジェクトを進
め、データ駆動型プランニング（図1）やス
マートシティの評価方法の研究に取組ん
でいます。その成果の一部は既に出版され

（図2）、英語版や中国語版も刊行され海
外でも読まれています。
　少し遡りますが、柏の葉地区では、2006
年11月に当研究科の教員らが中心となり
創設された公・民・学連携によるまちづくり
拠点「柏の葉アーバンデザインセンター

（UDCK）」が地域と連携し、地区内での
様々なまちづくり活動を実施してきました。
私は2011年度から3代目のセンター長を務
めていますが、成果の一つとして、駅前広

場や調整池（アクアテラス、図3）を魅力的
な憩いの場とする新たな公共空間のデザイ
ン・マネジメント手法を実現してきました。同
時に私ども研究グループでは、ストリートな
どの公共空間のデザイン・マネジメントの手
法や仕組みに関する研究（科研基盤研究

（A）一 般26249085、2014～2016年度）
を進め、柏の葉のケースを含む研究成果を
昨年出版しています。
　昨年（2019年）にはUDCK、柏市、民
間企業、研究機関等が柏の葉スマートシ
ティコンソーシアムを組織し、国土交通省の
スマートシティモデル事業に応募し、全国の
先行モデルプロジェクト（15地区）の一つ
に選定されました。“Society 5.0”の考え方
に基づきながらモビリティ、エネルギー、公
共空間マネジメント、健康の4テーマで構成
される実行計画の実施プロセスが2020年
度からスタートします。私はプロジェクトコー
ディネータを務め、研究室も公共空間マネ
ジメントなどのテーマに参加します。
　最先端の都市開発のフロンティアに立
地する柏キャンパスだからこそ、スマートシ
ティが実現していく現場に参加し、研究と
実践にチャレンジできます。柏の葉で活動

するみなさまにも、柏の葉での次世代ス
マートシティを創り上げていくプロセスに
是非関心を持って頂きたいと思います。

類の発展のために海洋の利用は
欠かせないものと言ってよいでしょう。

ここで紹介するCCS（Carbon dioxide 
Capture and Storage：二酸化炭素
の分離回収と貯留）は、温暖化緩和策と
して、将来のクリーンエネルギー社会に移
行するまでの数十年の間の橋渡し技術と
して有望視されています。一方で、CCS
に限らず、海洋における大規模技術の
実施に当たって環境影響の検討は欠か
せません。CCSの場合、リスクとしてCO₂
漏洩があります。そこで数年前に、これま
で実施してきた研究と、環境影響評価の
ために今後すべき研究をまとめて可視化
してみました。本稿では、これを「グランド
デザイン」と呼び、この機会に紹介したい
と思います。
　図は、筆者の考える表題のグランドデ
ザインです。一番左は、海底下のキャップ
ロック下の深部塩水層に貯留されたCO₂
が亀裂を介して漏洩し、ハイドレートによっ
て一部漏洩が抑制されつつも、海底面か
ら海中へ気泡となって漏出する模式図で
す。その右の青枠3図は、CO₂漏洩抑制
メカニズムのうち、下からCO₂相と水相の
界面張力によるキャピラリートラップ、CO₂
が鉱物化するミネラルトラップ、CO₂がハイ
ドレート化するハイドレートトラップの砂粒
子の孔隙スケールシミュレーションの様子
です。これらの結果を数式モデル化し、こ
れを一番右の貯留層スケールシミュレー
ターに実装して、各トラップメカニズムが
様々な条件下でどのように機能するかを
数十kmスケールでシミュレーションしま
す。
　その結果、漏洩CO₂が海底面に到達

し、気泡プルームとなって上昇しながら海
水に溶解します。面白いことに世界の自
然漏出CO₂を調べると、水深が10mでも
数百mでも水圧の違いに依らず気泡サイ
ズは概ね1cm前後なのです。気泡サイズ
は海水中へのCO₂溶解速度を決定する
重要なパラメータです。そこで青枠3図
上の緑枠図のように、固気液三相流シ
ミュレーションを実施した結果、海底堆積
砂層中を上昇するCO₂によって形成され
た気道のサイズが気泡径を決定している
ことがわかりました。気泡径は実はとても
重要で、任意の海域で堆積砂の粒径分
布や孔隙率からその海域に漏出する気
泡サイズがわかれば、これを上部黒枠の
数十kmスケールのマルチスケール海洋
モデルに入力し、漏出CO₂気泡及び溶
解CO₂の移流拡散を解析できます。
　現在、この海洋モデルの結果の流動
場を用いて、複数点で高濃度CO₂を検

出した場合にCO₂の漏出位置と漏出量
を推定するアジョイント法という逆解析法
を開発しています。黒枠右下の赤枠は、
この手法の検証のため、鹿児島湾桜島
北東海域の自然漏出CO₂の位置を推定
したシミュレーション結果です。寒色系で
あるほど漏出点である確率が高いことを
示しています。
　CCSに係るCO₂漏洩リスクに対する環
境影響の評価ツールとして、その時々の
ニーズに応えて、全体のぼーっとしたイ
メージのもとでさまざまな数値モデルを開
発してきました。ある年の入試説明会でこ
んな絵があればよいなと思い、描いてみ
たのがこの図です。描いてみると、あるべ
き次の研究のイメージがよくわかることに
気づきました。そんなことは既にやってい
るという方も多いとは思いますが、そうで
ない方はまあ一度お試しあれ。

CO₂海域地中貯留の環境影響評価の
ための数値モデルのグランドデザイン

“Society 5.0”の考え方に基づく
次世代スマートシティの実現を目指して

http://lemons.k.u-tokyo.ac.jp/SATO/ udcx.k.u-tokyo.ac.jp/
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図. CO₂海域地中貯留の環境影響評価のための数値モデルのグランドデザイン

環境学研究系 Division of Environmental Studies環境学研究系 Division of Environmental Studies

図2. 日立東大ラボによる出版

図3. アクアテラス

図1. 周期の異なるデータ活用プロセスのサイクルを組み合わせたデータ駆動型プランニング
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年、世界的にグローバル化が急速
に進む中で、開発途上国ではグロー

バル化の恩恵を享受できる大企業と享受
できない中小企業の間に大きな経済的
格差問題が浮上しつつあります。途上国
における就業者全体に占める中小企業
従業員比率はおよそ52%であり、即ち、
途上国の総人口の2分の1以上がグロー
バル化の恩恵を十分に享受できていない
とも言えます。ここで疑問として浮かぶの
は、なぜ途上国の中小企業の中で生産
物をグローバル・マーケットに直接輸出す
る企業が少ないのかです。
　そこで私たちの研究グループでは、輸
出業務に関する情報不足が途上国の中
小企業の海外進出に負の影響を及ぼし
ていると想定し、ベトナムにおいて中小企
業経営者・輸出業務担当者に輸出業務
に関する情報を提供するためのセミナー
を開催しました。私たちが無作為化比較
試験を行った理由は、この比較試験では
介入群と対照群を無作為に分けるため、
選択バイアスを排除することができ、介入
の効果をより正確に測定することができる

からです。この輸出促進セミナーでは、参
加者に関税の仕組みや関税システムの
使い方などを教えることに加え、輸出先
の探し方や当時ベトナム貿易振興庁が
提供していた輸出業務に関するサービス
なども紹介しました。このセミナーの参加
企業は母集団から無作為に抽出された
企業であり、この参加企業を介入群とも
称します。
　さて、このセミナーを通じた輸出業務に
関する情報提供が、参加企業の輸出量
に及ぼす効果を測定するために、このセ
ミナー（介入）から約3ヶ月後に参加企業
（介入群）と非参加企業（対照群）の輸
出動向を、定性的かつ定量的に考察しま

した。分析した結果、このセ
ミナーを通じた輸出に関す
る情報提供は、参加企業の
輸出に対する意欲は増加さ
せたものの、輸出量の増加
には統計学的に有意差が
確認されませんでした。これ
は、参加企業の中で、このセ
ミナーで新しく知った輸出の
手続きを難しく感じた企業

が少なからずあったからです。また、企業
の属性でグループを分けて分析を行った
結果、従業員数が多くて高品質な製品を
安定的に生産することのできる企業は、
このセミナー後に輸出量が増えたことが
明らかになりました。この結果は、輸出力
量を備えている企業ほど、輸出促進セミ
ナーの効果が高いことを示唆しています。
これは多くの先行研究と一致しており、こ
のような状況は、ベトナムの中小企業だけ
ではなく、多くの途上国で共通に見られる
状況です。
　従って私たちは、途上国政府は、自国
の中小企業の交渉力および生産能力を
向上させるための支援を、輸出促進セミ
ナーに先立てて行うべきだと考えました。
また、輸出促進セミナーの効果を高める
ために、セミナーを企画する際に、企画者
は参加企業の特性やニーズを考慮し、セ
ミナー内容を決めるべきだと考えました。
以上、研究成果の一例をご紹介させて
いただきました。私たちの研究グループで
はこれからも、途上国のグローバル化を通
した発展に貢献できる研究を進めていき
たいと考えています。

開発途上国の中小企業の輸出振興を目指して
〜ベトナムにおける無作為化比較試験による検証〜

https://sites.google.com/site/yurikim73/
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私たちの食卓に並ぶ水産物は海洋生態系の恵み
です。震災直後の2011年4月に木村伸吾教授の

研究室の門を叩いた私は、研究室が「食べて美味しい
水産物の研究」をキャッチコピーに、ニホンウナギ、ク
ロマグロ、イセエビなどを研究する中、足が早いため、
生食する機会が少なく、むしろいり粉や魚粉飼料とし
ての需要が高いカタクチイワシを研究対象に選びまし
た（もちろん生鮮なカタクチイワシは胡麻油で食すと大
変美味）。カタクチイワシのよう
なプランクトン食性の小型浮魚
類の魅力は、むしろ「食べて美
味しい」高次捕食者の餌生物と
して海洋生態系の低次生産エ
ネルギーを高次栄養段階に伝
達するという極めて重要な役割
にあります。特に、小型浮魚類
は地球環境変動の影響を受け
てその現存量が数十年規模で
大きく変動し、高次捕食者の動
態にも影響することから海洋生
態 系 に お ける“インフルエン
サー”と言えるかも知れません。
　インフルエンサーと言えば近年ソーシャル・ネット・
ワーキング・サービスで多用されるキーワードですが、
多種多様な生物が“食う-食われるの関係”で複雑に
結びついている海洋生態系もしばしばネットワークとし
て捉えられます（図）。ネットワークの構造を解析する
グラフ理論は古くから多分野で研究されていますが、
コンピューターの能力が向上したことで海洋生態系が
どのような生物間の相互作用でその機能を維持してい

るのかをより効率的に調べられるようになりました。日
本周辺は黒潮や親潮、対馬暖流等が複雑な生態系を生
み出し、我々は多魚種を多様な漁法で漁獲しています。
　私はグラフ理論を応用し、複雑な生態系構造を紐解
くことで、どのような生物が生態系の機能維持の鍵と
なっているのか、環境の変化や漁獲の影響が生態系
内にどのように伝搬するのかを調べています。水産物
として利用される生物が鍵となっているかも知れませ

んし、マイナーな非利用種が要
かも知れません。水産資源を持
続的に利用するためには、気候
変動による海洋環境の変化の
中で相互作用関係にある生物
を含めた生態系全体を考慮し
た漁業の管理が必要です。
　さらには、海の中の生態系だ
けでなく、漁場、漁港、加工、流
通、消 費までを 結んだネット
ワークにまで視 野を広げると

「自然 環 境の保 全と資源の持
続的利用を可能とする人間活
動のあり方にまで迫る」という

自然環 境 学 専
攻の理 念 が思
い起こされてき
ます。これを胸
に研究 成 果の
社会 還 元に貢
献していきたい
と思います。 

海洋生態系の
複雑ネットワークを紐解く

水産研究・教育機構 水産資源研究所 社会・生態系システム部
漁業生態系グループ 任期付研究員
2014年3月  自然環境学専攻  博士課程修了（環境学）

竹茂 愛吾
http://www.fra.affrc.go.jp

栄養段階別に色分けされた円がひとつの生物を示し、“食う-
食われるの関係”を矢印で結んだ海洋生態系の生物間ネッ
トワーク。上方ほど栄養段階が高い高次捕食者であり、中段
付近の生物が下方からのエネルギーを上方に伝達している。
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　令和元年度東京大学学

位記授与式は、2020年

3月23日（月）大講堂（安

田講堂）において、新型コ

ロナウィルス感染拡大防

止のため縮小して開催さ

れました。本研究科からの代表者は、修士課程　引間脩さ

ん、博士課程 木村謙介さんでした。本研究科の修了者は、修

士課程397名、博士課程71名、合計468名でした。

柏キャンパスサイエンスキャンプ2019令和元年度　東京大学学位記授与式
　柏キャンパスサイエンスキャンプ（KSC）は、本学教養学部前期課

程の学生を対象として実施する、３泊４日、少人数・集中ゼミナール

形式の研究体験プログラムです。全学体験ゼミナールとして開講さ

れており、受講者には単位が認定されます。5回目の開催となる

2019年度は、2020年２月18日～３月３日の３週間にわたり、柏

キャンパス内の４附置研究所、新領域創成科学研究科に加え、神岡

宇宙素粒子研究施設と福島新地町で合計7コース32プログラムが

実施され、120名の学生が参加しました。各プログラムでは教員の

ほか、大学院生も研究者の先輩として指導にあたります。受講後の

アンケートには、大学院で研究し

たいという気持ちが強くなった、

駒場の授業では体験できない貴

重な体験ができた、などのうれし

い感想が多数寄せられました。

令和２年度　東京大学大学院入学式
　令和２年度東京大学大学院入学式は、新型コロナウィルス

感染拡大防止のため中止となりました。本研究科の入学者

は、修士課程348名、博士課程102名、合計450名でした。

令和元年度　新領域創成科学研究科長賞授与について
学業部門 修士課程12名 博士課程11名 国際交流部門1団体の受賞が決定しました。

令和元年度　東京大学総長賞を木村謙介さんが受賞
物質系専攻・竹谷岡本研究室・博士課程3年（当時）の木村謙介さんが、令和元年度学生顕彰「東京大学総長賞」を「学業」分野で受賞され

ました。受賞題目は「STM単一分子発光分光法による革新的な励起子形成機構の探索」です。木村さんは、ナノメートルスケールの空間分

解能で分子を可視化することができる走査トンネル顕微鏡（STM）を駆使して、単一分子からの発光を測定することに従事してきました。特

に、発光の源である励起子の形成を詳細に調べる中で新規な形成機構を発見し、実験と理論の両面からその機構の詳細を明らかにしまし

た。この一連の成果は、現状の有機発光ダイオー

ドが抱える様々な課題を打破するきっかけとなる

革新的なものであり、Nature誌に掲載され、高く

評価されました。また、複数のメディアにも取り上

げられるなど産業分野でも注目された成果と言え

ます。今後のますますの活躍を祈念します。

新領域創成科学研究科長賞（修士）

物質系専攻 石原 滉大
先端エネルギー工学専攻 林 拓巳
複雑理工学専攻 藤澤 将広
先端生命科学専攻 湯澤 知久
メディカル情報生命専攻 吉川 成輝
自然環境学専攻 大嶋 健資
海洋技術環境学専攻 土橋 直己
環境システム学専攻 引間 脩
人間環境学専攻 Abdullah MUSTAFA
社会文化環境学専攻 八木 尚太朗
国際協力学専攻 山田 郁也

サステイナビリティ学
グローバルリーダー養成大学院プログラム

GONOCRUZ RUTH
ANNE TANLIOCO

新領域創成科学研究科長賞（博士）

物質系専攻 木村 謙介
先端エネルギー工学専攻 久田 深作
複雑理工学専攻 二見 太
先端生命科学専攻 河岡 辰弥
メディカル情報生命専攻 鈴木 慶彦
海洋技術環境学専攻 北 祐樹
環境システム学専攻 小城 元
人間環境学専攻 山本 道貴
社会文化環境学専攻 會田 祐
国際協力学専攻 趙 思嘉
サステイナビリティ学グローバルリーダー養成大学院プログラム 古川 範和

新領域創成科学研究科長賞（国際交流部門）

海洋技術環境学専攻 Team Clairvoyance（濱松 祐矢　藤田 健一　谷田貝 浩也）

柏キャンパスサイエンスキャンプ HP
https://ksc.edu.k.u-tokyo.ac.jp

（写真撮影：尾関 裕二）

　ラオス人民民主共和国（ラオス）は東南ア
ジアに位置する小さな国で、東南アジアの中
では唯一、海に面していない国です。ラオス
では一年中、たくさんの宗教的行事が行わ
れます。その中で一番大切なのはお正月で
す。ラオスのお正月は「ピーマイラオ」といい、
サンスクリット語の「新年」からきています。ラ
オスでは、4月13日が日本の大みそかにあた
ります。この日には古いものを見送り、新しい
年を迎える準備をします。４月14日から16日

まで、モンスーン季の1年で一番暑い頃に、
広く全国で祝います。ラオスだけでなく東南
アジアの多くの国で、同じ時期に新年のお祝
いをします。お正月は、家族の絆を深める大
切な時です。ドッククーンという黄色い花を家
やお寺や会社など、いたるところに飾ります。
ドッククーンはいい香りがし、ゴールデン・シャ
ワーとも呼ばれています。
　お正月のメインシンボルは水です。人々は、
旧年中の悪いできごとを洗い流すためにお

寺 の 仏 像を洗 浄
し、家中を隅 ま々で
きれいに清掃しま
す。午 後、若い人
たちは両親や祖父
母の手に水を注ぎ
ます。そのあと、年
長者は家族の幸せ

を願います。お正月は、誕生祝い、結婚式、
お葬式などにならぶ家族の重要なイベントで
す。家族だけでなく、親戚、友人、知らない
人たちにも水をかけて祝福します。３日間の
お正月の間、国中どこも賑やかで、皆、家族
と一緒に楽しい時間を過ごします。ピーマイ
ラオは休日の代名詞ともなっています。ラオス
人にとってお正月は宗教的な伝統を守る行
事なので、皆、とても大切にしています。

from LaosWindow of Foreign Student
留学生の窓

ラオスの大切な行事、
ピーマイラオ

スパポン・チャンタヴォン
（Souphaphone Chanthavong）
社会文化環境学専攻
修士課程1年

私は、アメリカ合衆国 フロリダ州 オーラン
ドで開催された2019年 米国血液学会 
Amer ican Society of Hematology 

（12/6～12/10） に参加しました。本学会
は、世界中から血液学を専門とした医師及
び研究者が一同に集う世界最大級の血液
学会です。その中で私は、造血器腫瘍関連
遺伝子RUNX1における翻訳後修飾制御
機構に関してポスター発表を行いました。
翻訳後修飾は、タンパク質の機能を規定す
る上で非常に重要な役割を担っており、今
回の発表で翻訳後修飾のアセチル化及び
ユビキチン化のバランスが腫瘍形成に重要
であることを世界中の研究者と議論するこ
とにより、当該分野の造形が深められたと
確信しております。

　また、初めての渡
米で不安もありまし
たが学会中に若手研
究者が集う親睦会や
世界中の研究主宰者
との食事会にも参加
して、交流も深めるこ
とができました。さら
に、学会参加前に海
外の研究主宰者の方 と々メールでやり取り
をしてアポイントをとり、学会中に自分のこ
れまでの研究内容や今後の展望及び進路
に関してお話しさせていただきました。そ
の様な経緯により卒業後の留学先も決め
ることができ、進路選択の上でも非常に貴
重かつ有意義な時間を過ごさせていただ

きました。
　発表の機会をくださった、指導教員の合
山先生、北村先生および研究室の皆様に
熱く御礼申し上げます。最後に、本学会出
張は令和元年度大学院新領域創成科学
研究科学術研究奨励金のご支援を賜りま
したこと、心より感謝申し上げます。

発表会場となった、“Orange County Convention Center” 
（自然豊かでとても綺麗な場所でした！）

お正月の花　ドッククーン

新年に集まった私の家族両親の手を洗っているところ

自分のポスターの前にて
 （ポスターの抄録に対する賞も頂戴しました!）
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Information

令和3年度新領域創成科学研究科大学院入試は、 下記のとおり実施する予定です。
（詳細は、新領域創成科学研究科HPで確認してください。）

新領域創成科学研究科 HP　https://www.k.u-tokyo.ac.jp/

令和3年度  新領域創成科学研究科大学院入試スケジュール

専攻別  入試問合せ先

令和2年度  新領域創成科学研究科スケジュール

授業時間表

 I N F O R M A T I O N

U Tokyo FOCUS
UTokyo FOCUSは、東京大学の研究教育活動を一カ所にまとめた大学の公式ニュースサイトです。
https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/index.html
UTokyo FOCUSニュースレターもぜひ購読ください。
https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/newsletter.html

上記の内容等に関するお問い合わせは、
新領域創成科学研究科教務チーム k-kyomu@adm.k.u-tokyo.ac.jpまでお願いします。

行事 日程
入学者ガイダンス 

（4月入学） 令和2年4月上旬（専攻毎に行う）

S1ターム

授業期間：4月6日（月）～6月1日（月）（試験期間含） 
試験期間：5月26日（火）～6月1日（月） 
履修登録期間：4月6日（月）～4月20日（月）（S1S2ターム（共通）） 
履修登録訂正期間：5月1日（金）～5月8日（金）（S1ターム）
振替日：5月7日（木）は水曜日の授業を行う。

東京大学大学院
入学式 4月12日（日）（中止）

S2ターム

授業期間：6月2日（火）～7月22日（水） （試験期間含） 
試験期間：7月16日（木）～7月22日（水） 
履修登録期間：4月6日（月）～4月20日（月）（S1S2ターム（共通）） 
履修登録訂正期間：6月2日（火）～6月12日（金）（S2ターム）

夏季休業期間 7月23日（木）～9月23日（水）
東京大学
秋季学位記授与式 9月18日（金）（予定）

入学者ガイダンス
（9月入学） 9月下旬（専攻毎に行う）

東京大学 
秋季入学式 9月24日（木）（予定）

A1ターム

授業期間：9月28日（月）～11月18日（水） （試験期間含） 
試験期間：11月12日（木）～11月18日（水） 
履修登録期間：9月28日（月）～10月9日（金）（A1A2ターム（共通）） 
履修登録訂正期間：10月16日（金）～10月22日（木） 

（A1ターム）

A2ターム

授業期間：11月19日（木）～令和3年1月25日（月）（試験期間含） 
試験期間：令和3年1月19日（火）～1月25日（月） 
履修登録期間：9月28日（月）～10月9日（金）（A1A2ターム（共通）） 
履修登録訂正期間：11月24日（火）～12月4日（金） （A2ターム） 
振替日：�令和3年1月7日（木）は月曜日の授業を行う。

冬季休業期間 12月26日（土）～令和3年1月4日（月）
東京大学
学位記授与式 令和3年3月22日（月）（予定）

行事 日程
学生募集要項・専攻入試案内書配布開始 令和2年4月1日（水）

修士・特別口述試験・願書受付期間
（海洋技術環境学及び人間環境学のみ） 5月21日（木）〜5月27日（水）

願書受付期間（入試日程A） 6月11日（木）〜6月17日（水）

入試日程A試験期間（各専攻により日程が異なります） 8月上旬〜8月下旬

合格発表（博士後期課程は第1次試験合格者） 9月1日（火）

願書受付期間（入試日程B） 11月17日（火）〜11月24日（火）

入試日程B・博士後期課程第2次試験期間
（各専攻により日程が異なります） 令和3年1月下旬〜2月中旬

合格発表（入試日程B及び博士後期課程） 2月1５日（月）

入学手続期間 3月2日（火）〜3月4日（木）

専攻等 入試担当者 メールアドレス
物質系専攻 竹谷 純一 教授 takeya@edu.k.u-tokyo.ac.jp
先端エネルギー工学専攻 小泉 宏之 准教授 koizumi@al.t.u-tokyo.ac.jp
複雑理工学専攻 今村 剛 教授 t_imamura@edu.k.u-tokyo.ac.jp
先端生命科学専攻 中山 一大 准教授 knakayama@edu.k.u-tokyo.ac.jp
メディカル情報生命専攻 笠原 雅弘 准教授 mkasa@edu.k.u-tokyo.ac.jp
自然環境学専攻 寺田 徹 准教授 terada@edu.k.u-tokyo.ac.jp
海洋技術環境学専攻 平林 紳一郎 准教授 hirabayashi@edu.k.u-tokyo.ac.jp
環境システム学専攻 秋月 信 講師 envsys_exam@edu.k.u-tokyo.ac.jp
人間環境学専攻 二瓶 美里 准教授 mnihei@edu.k.u-tokyo.ac.jp
社会文化環境学専攻 清水 亮 准教授 rshimizu@edu.k.u-tokyo.ac.jp
国際協力学専攻 坂本 麻衣子 准教授 m-sakamoto@edu.k.u-tokyo.ac.jp
サステイナビリティ学
グローバルリーダー養成
大学院プログラム

小貫 元治 准教授 onuki@edu.k.u-tokyo.ac.jp

1限  8：30～10：15

2限 10：25～12：10

3限 13：00～14：45

4限 14：55～16：40

5限 16：50～18：35

※�注1：令和3年1月26日～3月8日はインテンシ
ヴ・タームとなり、新領域創成科学研究科では、
令和２年度は原則授業期間には含んでおりませ
んが、専攻や授業によっては、補講等が行われる
場合もありますので、ご注意ください。

※�注2：左記授業時間表以外の時間帯に開講され
る授業もありますので、研究科HP（履修情報・講
義一覧）、UTASのシラバス等をご確認ください。

広報委員長  鈴木宏二郎◆◆  編 集 後 記  ◆◆

創成36号は新型コロナウイルス流行の中での制作となりました。オンライン
での編集会議、Zoomを駆使した取材など、制作自体が一つの挑戦でし
た。取材にご協力いただいた皆様に深く感謝いたします。この経験は、新し
いコンテンツ制作法として、きっと後日活きてくると思います。自動運転バス
の特集いかがでしたでしょうか。私は、科学技術・機運・フィールドの３つがそ
ろってモノは前に進んでいくことを改めて学ばせていただきました。取材に立
ち会えた広報委員長の役得ですね。

編集発行／東京大学大学院新領域創成科学研究科
広報委員会委員長／鈴木宏二郎（先端エネルギー工学教授）、副委員長／松永幸大（先端生命科学教授）　委員／横山英明

（物質系准教授）、鈴木宏二郎（先端エネルギー工学教授）、江尻晶（複雑理工学准教授）、松永幸大（先端生命科学教授）、
富田野乃（メディカル情報生命准教授）、芦寿一郎（自然環境学准教授）、村山英晶（海洋技術環境学教授）、松島潤（環
境システム学教授）、党超鋲（人間環境学准教授）、岡部明子（社会文化環境学教授）、 堀田昌英（国際協力学教授）
新領域創成科学研究科／篠田惠美（事務長）、清水正一（副事務長）、総務チーム／鈴木俊祐（係長）
広報室長／浅井潔（副研究科長・メディカル情報生命教授）、 学術経営戦略支援室／池田泉（シニアURA)、
広報アドバイザー／左近充ひとみ、広報室／高田陽子、岡本真由子、野田茂

連絡先／東京大学大学院新領域創成科学研究科広報室
〒277-8561 千葉県柏市柏の葉 5-1-5
TEL：04-7136-5450／FAX：04-7136-4020
E-mail：info@k.u-tokyo.ac.jp

発 行日／令和 2年9月10日
デザイン／株式会社 KAYAHAT
撮影／株式会社スカイテクノクリエイション
印 刷／株式会社コームラ
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物
質
系
専
攻

Asian Associ ation of 
Thermoelectrics ACT2019 Poster Award 飛田一樹（D3）

International committees of 
XXXIV ICPIG & ICRP-10 Student Prize 榊原教貴（D3）

錯体化学会若手の会 錯体化学若手の会夏の学校2019優秀ポスター賞 水谷凪（M1）
American Chemical Socirty Langmuir Lectureship Award 有賀克彦（教授）
日本熱電学会 2019年 進歩賞 桂ゆかり（助教）
日本熱電学会 第12回 優秀論文賞 桂ゆかり（助教）
日本熱電学会 優秀講演賞 岩崎祐昂（D1）
応用物理学会
プラズマエレクトロニクス分科会 優秀ポスター賞 長山海澄（M1)

シクロデキストリン学会 優秀発表者賞 上沼駿太郎（D3)

American Physical Society Fellow of the American Physical 
Society 木村剛（教授）

応用物理学会 第47回（2019年秋季)
応用物理学会講演奨励賞 木村謙介(D3)

錯体化学会 錯体化学会研究奨励賞 細野暢彦（講師）
錯体化学会 錯体化学会第69回討論会ポスター賞 水谷凪（M1）

香港大学 William Mong Distinguished Lecture 
Award 竹谷純一(教授)

日本化学会 最優秀ポスター発表賞（CSJ 化学フェスタ賞） Yu Craig（D2）

日本化学会 博⼠課程学⽣オーラルセッション
（CSJ 化学フェスタ博⼠オーラル賞） Yu Craig(D2)

Clarivate Analytics Highly Cited Researcher, 2019 有賀克彦（教授）
日本化学会 優秀ポスター発表賞 上沼駿太郎（D3)
高分子学会 優秀ポスター発表賞 上沼駿太郎（D3)
CSJ化学フェスタ実行委員会 第9回CSJ化学フェスタ2019優秀ポスター発表賞 水谷凪（M1）
CSJ化学フェスタ実行委員会 第9回CSJ化学フェスタ2019優秀ポスター発表賞 中田和希（M1）
第13回物性科学領域横断研究会 最優秀ポスター賞 田中桜平（D1）
高分子学会　関東支部 2nd GLowing Polymer Symposium in KANTO 保田侑亮(D3)
高分子ゲル研究会 優秀ポスター賞 保田侑亮(D3)
応用物理学会 講演奨励賞 榊原教貴（D3）
日本物理学会 第14回 若手奨励賞 北原功一（助教）
日本化学会 日本化学会進歩賞 細野暢彦（講師）
本多記念会 第17回本多フロンティア賞 有馬孝尚（教授）
東京大学 東京大学総長賞 木村謙介(D3)

文部科学省 令和２年度 科学技術分野の文部科学
大臣表彰 若手科学者賞 渡邉峻一郎（特任准教授）

新学術領域研究「量子液晶の物性科学」 第1回QLC若手研究奨励賞 石田浩祐（D3）
日本表面真空学会 講演奨励賞　スチューデント部門 馮凌瑜(D1)

Pacific Polymer Federation the 16th Pacific Polymer Conference 
Best Poster Award 渡邉隆甫(M2）

ISCOM2019 ISCOM2019ポスター賞 砂入允哉(D3)
第13回物性科学領域横断研究会 優秀ポスター賞 片岡亨太(D3)
新学術領域　J-Physics ポスター賞 田島聖士(M2)
Asia-Oceania Neutron 
Scattering Association Best Poster Award 長谷川舜介(D1)

Asia-Oceanian Conference on 
Neutron Scattering

Best Poster Award, Certificate of 
achievement 菊地帆高(D1)

ISSP国際ワークショップ/新学術領
域研究ナノスピン変換科学

Best Poster Award for Young 
Researcher 小林鮎子（D1）

Spin Peru 2019/新学術領域研究
ナノスピン変換科学 Best Poster Award XU Mingran（D2）

先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻

公益財団法人電気電子情報
学術振興財団　 令和元年度原島博学術奨励賞 前匡鴻(M2)

International Committee on 
Composite Materials

Finalist of the Tsai Best Student 
Paper Award Competition Shinsaku Hisada(D3)

電気学会 電気学会産業応用部門
（国際ワークショップ）優秀論文発表 林拓巳(M2)

国立研究開発法人産業技術
総合研究所

第8回TIAパワーエレクトロニクス・サマース
クール奨励賞 野口生那(M1)

International Federation of 
Automatic Control

Finalist of the IFAC Mechatronics 
2019 Young Author Award Masahiro Mae(M2)

American Physical Society 
(APS)

Fellow of the American Physical 
Society Yasushi Ono(Professor)

International Astronautical 
Federation (IAF)

2019 Luigi G. Napolitano 
Award(Finalist) Takahiro Ito （D2）

Association of Asia Pasific 
Physical Societies, Division 
Plasma Physics

Poster Prize Naoki Kenmochi
(Assistant Professor)

エヌエフ基金 第8回（2019年度）研究開発奨励賞 寺尾悠（助教）
プラズマ・核融合学会 第36回年会若手優秀発表賞（正会員部門） 田辺博士（助教）
プラズマ・核融合学会 若手学会発表賞（学生会員部門） 横山達也（D1)
電気学会 メカトロニクス制御技術委員会優秀論文賞 前匡鴻(M2)
電気学会 メカトロニクス制御技術委員会優秀論文賞 北吉良平(D2)
電気学会 電気学術奨励賞 染谷諒（M1）
低温工学・超電導学会 令和2年度奨励賞 寺尾悠（助教）

複
雑
理
工
学
専
攻

電気通信普及財団 第35回テレコムシステム技術賞 奨励賞 篠田裕之(教授)(他1名)

情報処理学会
インタラクション2020 インタラクティブ発表賞 一般投票

森崎汰雄（M2）, 森涼馬（M2）, 
森暸輔（M2), 牧野泰才（准教
授), 篠田裕之（教授）（他２名）

計測自動制御学会 学術奨励賞 研究奨励賞 中島允（D2）

計測自動制御学会 SICE SI2019　優秀講演賞 牧野泰才(准教授), 篠田裕之
(教授）（他1名）

計測自動制御学会 SICE SI2019　優秀講演賞 藤原正浩(特任助教), 牧野泰才(准
教授), 篠田裕之(教授)(他1名)

計測自動制御学会 SICE SI2019　優秀講演賞 倉井敬史(M2), 牧野泰才(准
教授), 篠田裕之(教授)

計測自動制御学会 SICE SI2019　優秀講演賞
神垣貴晶(特任研究員), 鈴木颯
(D1), 藤原正浩(特任助教), 牧野
泰才(准教授), 篠田裕之(教授)

計測自動制御学会 SICE SI2019　優秀講演賞
砥出悠太郎(M2), 任丞九(M1), 
藤原正浩(特任助教), 牧野泰才
(准教授), 篠田裕之(教授)

計測自動制御学会 2019年度論文賞 神垣貴晶(特任研究員), 二宮
悠基(D1), 篠田裕之(教授)

ACML2019 Weakly-supervised 
Learning Workshop Best Paper Award Nan Lu(D2), Tianyi Zhang(M2), 

Masashi Sugiyama(Professor), 他1名
地球電磁気・地球惑星圏学会 オーロラメダル 奈良 佑亮（D3）

Prize

先
端
生
命
科
学
専
攻

酵母遺伝学フォーラム 優秀学生ポスター発表賞 福井理沙子（M2）
酵母遺伝学フォーラム 学生口頭発表賞 河岡辰弥（D3）
第5回蚕糸・昆虫機能利用関東地区
学術講演会 実行委員

第5回蚕糸・昆虫機能利用関東地区学術
講演会 最優秀ポスター発表賞 湯澤知久（M2）

Zhejiang University-The University 
of Tokyo Joint Symposium 2019 
Executive Committee

Best Presentation Award 湯澤知久（M2）

日本蚕糸学会 若手の会 学会発表賞 湯澤知久（M2）
メ
ディ
カ
ル

情
報
生
命
専
攻

Protein Island Matsuyama 
International Symposium 2019 
Young Researchers' Meeting

Best Presentation Award 米澤大志(D2)

自
然
環
境
学

専
攻

大学女性協会 守田科学研究奨励賞 久保麦野（助教）
日本地球惑星科学連合 学生優秀発表賞 大熊祐一（M2）
日本哺乳類学会 奨励賞 久保麦野（助教）
水産海洋学会 若手優秀講演賞 尾松弘崇（M2）
日本衛生動物学会 佐々賞（論文賞） 松山紘之（D1）

海
洋
技
術
環
境
学
専
攻

日本船舶海洋工学会 日本船舶海洋工学会奨学褒章 土橋直己(M2)
米国船級協会(ABS) ABS賞 三木皓貴(M2)
日本船舶海洋工学会 日本船舶海洋工学会奨励賞(乾賞) 藤公博(助教)
日本沿岸域学会 論文奨励賞 久松力人(D3)
日本沿岸域学会 優秀講演表彰 萩野誠一朗(M2)
海洋調査技術学会 若手優秀発表賞 萩野誠一朗(M2)
海洋調査技術学会 若手優秀発表賞 横田裕輔(講師)
海洋理工学会 2019年度JAMSTEC中西賞 横田裕輔(講師)
East Asian Workshop on Marine 
Energy annd Environment Best Student Presentation Award Alan Junji Yamaguchi(D2)

East Asian Workshop on Marine 
Energy annd Environment

2nd Best Student Presentation 
Award 金尾俊介(M2)

環
境
シ
ス
テ
ム
学

専
攻

公益財団法人　河川財団 河川財団奨励賞 水野勝紀（助教）
化学工学会関東支部 令和元年度化学工学会横浜大会 学生奨励賞 福田一峻(M1)
大気環境学会 第60回大気環境学会年会ポスター賞 Jairo Vazquez Santiago（D2)
クリタ水・環境科学振興財団 2019年度研究優秀賞 秋月信(講師)
6th Asian Conference on Safety 
and Education in Laboratory Best Poster Award 主原愛(助教)

公益社団法人 日本地下水学会 若手優秀講演賞 Jiaqi Liu（D3)
日英韓3国保健物理・放射線防護学会 Best Presentation (Oral) Estiner W. Katengeza (D1)

人
間
環
境
学
専
攻

日本計算工学会 論文奨励賞 生野達大(D3)
日本設計工学会 学生優秀発表賞 程治中（M2）
日本設計工学会 指導教員賞 党超鋲（准教授）
日本設計工学会 指導教員賞 飛原英治（教授）
エネルギー·資源学会 第7回学生発表賞 吉岡七海（M2）
情報処理学会 FIT奨励賞　 平林輪樹（M1）
情報処理学会 ヤングリサーチャー賞 平林輪樹（M1）
電気学会 電力·エネルギー部門YPC奨励賞 岡本一慶（M2）
電気学会 電力·エネルギー部門YPC奨励賞 安場翼（M2）
Fifth international symposium on 
Future Active Safety Technology 
toward zero traffic accidents

Best Paper Award
Hiroshi Yoshitake（Project 
Assistant Professor）, Motoki 
Shino (Associate Professor) et al. 

日本冷凍空調学会 優秀発表賞 山村修史（M2）
日本冷凍空調学会 優秀発表賞 張之華（M2）
日本機械学会 LIFE2019 若手プレゼンテーション賞 髙木薫（M1）

ライフサポート学会 LIFE2019 バリアフリーシステム開発財
団奨励賞　ファイナリスト 浜田佳歩（M1）

日本リハビリテーション工学協会 福祉機器コンテスト最優秀賞受賞 五十嵐俊治（M1）
経済産業省 高圧ガス保安経済産業大臣表彰（保安功労者） 飛原英治（教授）

日本機械学会 マイクロ·ナノ工学部門部門一般表彰 貢
献表彰 米谷玲皇（准教授）

Touristlk Union 
International(TUI） Hakathon＠UK　1st Prize 五十嵐俊治 （M2）

日本計算力学連合 日本計算力学賞 奥田洋司（教授）
電気学会 電力·エネルギー部門電力技術委員会奨励賞 安場翼（M2）

BIOSIGNALS 2020 Best Paper Award
Xianyin Hu(M2)，Shangyin Zou(M1)，
Yuki Ban(Assistant Professor) and 
Shin’ichi Warisawa(Professor)

BIOSIGNALS 2020 Best Poster Award
Akira Takahashi(M2), Masahiro Inazawa 
(D1), Yuki Ban(Assistant Professor) 
and Shin’ichi Warisawa(Professor)

4th International Conference on 
Computer Interaction Theory and 
Applications

Best Poster Award
Rinki Hirabayashi(M1), 
Motoki Shino(Associate 
Professor) et al.

自動車技術会 大学院研究奨励賞 西健太（M2）

文部科学省 令和2年度 科学技術分野の文部科学大
臣表彰 若手科学者賞 米谷玲皇（准教授）

日本機械学会 若手優秀講演フェロー賞 石黒瑞樹（M2）

計測自動制御学会 第20回計測自動制御学会システムインテグレー
ション部門講演会(SICE SI2019 優秀講演賞）

金子貴光(M1), 折野裕一郎(研究員), 
蜂須賀知理(助教), 森田剛(教授)

計測自動制御学会 第20回計測自動制御学会システムインテグレー
ション部門講演会(SICE SI2020 優秀講演賞）

蜂須賀知理(助教), 森田剛(教
授)

精密工学会 2019年度　春季大会ベストプレゼンテーション賞 鈴木健太(M2)
精密工学会 2019年度　秋季大会ベストプレゼンテーション賞 陳康(M2)
IEEE Life Sciences Technical 
Community

2nd Prize, IEEE LifeTech 2020 
Excellent Paper Award

蜂須賀知理(助教), 金子貴光
(M1), 森田剛(教授)

社
会
文
化
環
境
学

専
攻

Esri Japan 第8回Esri Young Scholars Award 堤遼（M2)
日本音響学会 第20回学生優秀発表賞 劉金雨（D3)

日本建築学会環境工学委員会 2019年度大会学術講演会
若手優秀発表賞 山崎泰知（M2)

日本建築学会 作品選奨 佐藤淳（准教授）
日本コンクリート工学会 作品賞 佐藤淳（准教授）

国
際
協
力

学
専
攻

SDGs日本政策学生研究会 分科会賞 堀内愛友（M2）
ライトストーン 審査員特別賞 藤本丈史（M2）

授与団体名 賞の名称 受賞者名（職名または学年）専攻名 授与団体名 賞の名称 受賞者名（職名または学年）専攻名

受賞者一覧　2019年6月から2020年5月受賞おめでとうございます

受賞時の肩書きを記載しています。ただし、学生については、研究当時の肩書きも含みます。／他組織の方のお名前は
割愛させていただいております。／修士課程はM、博士課程はDで記載しております。（例：博士課程1年はD1）

研 究 科 長 賞 に つ い て は 17 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。



生命科学研究系
メディカル情報生命専攻 准教授

佐藤 均

メディカル情報生命専攻
医科学研究所 教授

川口 寧

リレーエッセイ

医科学研究所は、2005年に、新興感染症発生のホッ
トスポットである中国に感染症研究拠点を設置しまし
た。それ以来15年間、日本人研究者が中国に常駐
し、感染症を対象とした中国との国際共同研究を推
進してきました。今回の新型コロナウイルスのパンデ
ミックの際も、2020年の正月明けから国内の研究機

関に中国の感染状況の情報提供を行い、迅速に新
型コロナウイルス研究に着手しています。さて、現在
のコロナ禍で、感染症研究の重要性は広く一般に認
識されたと思います。一方で、感染症を引き起こす病
原体は多種多様で、その中で将来どの病原体が問
題となるかを予想するのは困難です。また、今回の経
験が、喉元過ぎれば何とか…となってしまっては問題
です。「持続性と多様性を担保した感染症研究体制
を、国家レベル、全世界レベルで構築できるか？」非
常に重要なポイントだと個人的には感じています。

中国における感染症研究拠点と今後の感染症研究
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学
４

年
の
秋
、
研
究
室
主
催
の
学
会
を
手
伝
っ

た
。
ボ
ス
た
ち
が
や
た
ら
と
気
を
遣
う
会

の
進
行
は
止
め
る
し
無
体
な
こ
と
を
な
さ

る
（
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
だ
が
）
ご

老
公
が
後
の
大
学
院
進
学
先
研
究
室
の
名

誉
教
授
で
前
述
の
本
の
著
者
で
あ
っ
た
。

も
う
一
人
私
の
身
近
に
は
途
轍
も
な
く
偉

大
な
先
生
が
現
存
4

4（
珍
寿
で
論
文
執
筆
中
）

し
て
お
ら
れ
る
が
、
凡
人
が
大
学
教
員
に

な
る
の
と
は
遙
か
に
異
次
元
の
研
究
者
で

た
だ
た
だ
畏
敬
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。

　

イ
チ
ロ
ー
の
話
に
戻
そ
う
。
生
で
イ
チ

ロ
ー
を
見
た
の
は
一
度
だ
け
、
95
年
検
見

川
宿
舎
時
代
に
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
目
撃
し
た
ワ
ン
プ
レ
ー
で
あ

る
。
セ
カ
ン
ド
右
を
痛
烈
な
ゴ
ロ
で
抜
く

セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
だ
っ
た
。
中
堅
手
は

前
進
し
て
捕
球
し
･
・
・（
お
そ
ら
く
誰

も
次
に
起
こ
っ
た
プ
レ
ー
を
想
像
出
来

な
か
っ
た
、
イ
チ
ロ
ー
以
外
は
）。
次
の

刹
那
彼
は
二
塁
ベ
ー
ス
を
陥
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
ワ
ン
プ
レ
ー
だ
け
で
私
に

は
充
分
だ
っ
た
。
こ
い
つ
は
別
次
元
で
野

球
を
や
っ
て
い
る
！
以
来
イ
チ
ロ
ー
の
プ

レ
ー
に
ハ
マ
っ
た
。
メ
ジ
ャ
ー
で
の
活
躍

も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。

全
打
席
１
球
１
球
毎
の
対
戦
記
録
を
Ｎ

Ｈ
K
に
ぜ
ひ
制
作
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

個
人
的
に
願
っ
て
い
る
。
彼
の
プ
レ
ー
は

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
分
を
魅
了
し
鼓
舞
す

る
活
力
源
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

生
目
撃
し
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
は
も
う

一
人
居
る
。
神
様
マ
イ
ケ
ル
ジ
ョ
ー
ダ
ン

だ
。場
所
はD

ean Sm
ith Center
（U

N
C 

at Chapel H
ill

）。
母
校
へ
の
凱
旋
試
合

（
ブ
ル
ズ
対
ホ
ー
ネ
ッ
ツ
戦
）、
シ
グ
マ
の

400m
m

レ
ン
ズ
で
Ｍ
J
の
姿
を
コ
ー
ト

左
隅
に
捉
え
て
い
た
私
の
視
界
か
ら
彼
は

突
然
消
え
た
。
レ
ン
ズ
か
ら
目
を
離
す
と

Ｍ
J
は
す
で
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
躱
し
て

宙
に
あ
り
真
に
右
手
でD

unk

し
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
エ
ア
ー
ジ
ョ
ー
ダ
ン
に
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
が
噴
出
し
た
。
ブ
ル
ズ
が
３
連

覇
す
る
ず
う
っ
と
前
の
こ
と
で
あ
る
。
以

来
シ
カ
ゴ
ブ
ル
ズ
の
試
合
が
中
継
さ
れ
る

時
間
帯
は
研
究
所
か
ら
一
時
帰
宅
し
て
食

事
の
時
間
と
な
っ
た
。
こ
の
時
プ
ラ
チ
ナ

チ
ケ
ッ
ト
を
取
っ
て
観
戦
を
誘
っ
て
く
れ

た
友
人
が
ロ
ジ
ャ
ー
ワ
イ
ズ
マ
ン
で
数
年

後
に
はB

R
C

A
1

の
発
見
者
の
ひ
と
り

と
し
て
歴
史
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な

る
。
引
き
出
し
奥
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片

は
89
年
冬
に
彼
が
く
れ
た
ベ
ル
リ
ン
土
産

で
あ
る
。

　

た
っ
た
二
度
の
し
か
も
ほ
ん
の
数
秒
の

実
体
験
が
脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ
て
自
分
を

突
き
動
か
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。
実

に
不
思
議
だ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
生
み
出
す
瞬

間
的
感
動
体
験
は
結
構
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

で
あ
る
。

　

８
種
９
牌
な
ら
ぬ
７
種
８
錠
の
お
世
話

に
な
っ
て
か
ら
は
交
感
神
経
興
奮
回
数
が

極
端
に
減
っ
た
よ
う
だ
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で

ス
ト
レ
ス
を
覚
え
る
「
新
し
い
日
常
」
不

適
合
者
で
あ
る
。

　

研
究
科
に
貢
献
出
来
た
か
と
自
問
す

る
と
些
か
恥
ず
か
し
い
が
18
回
出
前
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。「
日
本
昔
話
盛
り
」
の

心
を
呼
び
か
け
る
。
器
の
大
き
さ
は
個
人

個
人
違
う
が
飯
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
で

き
る
、
隣
の
庭
を
覗
い
て
焦
心
苦
慮
し
て

も
明
鏡
止
水
と
な
ら
ず
、
零
れ
て
も
零
れ

て
も
懸
命
に
盛
る
努
力
を
常
に
怠
ら
な
い

生
き
方
を
、
と
上
か
ら
目
線
で
エ
ラ
そ
う

に
語
っ
て
き
た
。

　

最
後
に
、
稼
ぎ
少
な
い
不
良
債
権
を
こ

こ
ま
で
抱
え
て
く
れ
た
新
領
域
と
東
京
大

学
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。「
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
」
と
免
罪
符
を
手
に
し
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
浅
学
駄
文
は
お

許
し
願
い
た
い
。

イ




